






要約:子どもの生活・自然・文化・情緒・遊び等の実態を把握し、子どもの生活体験・遊

びにおける問題点を明らかにするための調査をした結果、「家庭や地域社会での子どもの

役割は無くならないまでも、親自身も実質的には子どもの手助けを必要としなくなった」

傾国が一般的生活体験に見られる特徴があった。また、子どもの遊びの衰弱、弱体化と呼

べる現象は顕著ではなかったが、「一人での遊びと友だちとの遊び」では「友だちとの遊

びが楽しい」が 55.8％と半数を越えているが、「半分半分」と答えた子どもが 21.1％あっ

たり、「家の中での遊びと外での遊び」においても、家の外派が 40.1％、家の内派 13.8％

であったが、「半分半分」の中間派が 46.3％を占め、「半分半分」と答えている意味内容

を検討していく必要が示唆された。


